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1 . はじめに  

 近年，急速に進展するデジタル化とともに，教

育分野にも大きな変革が求められている。政府が

提唱する Soc ie ty5 .0  1 )の実現に向けて，大学教育に

おいても，単に知識を教える場ではなく，社会的

課題を主体的に解決する力を持った人材を育成す

る場へと進化する必要がある。その中核を成すも

のとして，ICT・AI・データサイエンスを積極的に

活用し，教育の質の向上と学修者本位の教育改革

を進める教育 DX（ Digi ta l  Trans format ion） 2 )が注

目されている。  

 文部科学省は，こうした潮流を受けて数理・デ

ー タ サ イ エ ン ス ・ AI 教 育 プ ロ グ ラ ム 認 定 制 度

（ MDASH） 3 )を創設し，大学におけるリテラシー

から応用基礎・専門に至る体系的な教育の整備を

促している。また，高等学校においては 2022 年度

より「情報 I」4 )が必修化され，2025 年度からは大

学入学共通テストに「情報」が加わり，特に工科

系大学を中心とする大学での教育の在り方にも大

きな転換が迫られている。  

 こうした動向を受け，全国の大学においても，

数理・データサイエンス・AI の教育をカリキュラ

ムに組み込むとともに，産業界や地域と連携した

教育・研究の推進，ならびに教職員の教育力の向

上を図るさまざまな取組が進められている。教育

DX の実現は，単なる制度対応にとどまらず，社会

や学修者のニーズを踏まえた抜本的な教育改革と

して，各大学において模索が続けられている。  

 本学情報工学部においても，これまで AI やデ

ータサイエンスに関する教育内容の充実を目指し，

カリキュラム整備や FD 活動への参加を通じて，

基盤的な力を育む教育の定着に取り組んできた。

しかしながら，教育プログラムをより体系化し，

社会に開かれた形で評価される枠組みへと展開し

ていくためには，個々の実践の積み上げだけでは

不十分であり，教職員間の教育的対話や先進的事

例に触れる機会の創出が不可欠である。  

 このような認識のもと，情報工学部では 2023 年

度より 2 年間にわたり，「情報工学分野の教育 DX

に向けた FD 研修会と実践」と題した事業を推進

してきた。本報告書では，その概要と実施内容，

得られた成果と直面した課題，さらには今後の展

望について整理する。  

 

2 . FD 研修会の実施  

 教育 DX の理解と実装を段階的に進めることを

目標とし，FD 研修会の開催による教職員の意識向

上と知識共有を目指した。 2023 年度は， FD Café

形式により 3 回の研修会を実施した。  

 

  第 1 回（ 2023 年 6 月 9 日）  

 講師：井上雅裕  氏（慶應義塾大学・教授）  

 テーマ：「大学教育 DX の現状と今後の展望」 

  第 2 回（ 2023 年 10 月 31 日）  

 講師：春口浩子  氏（経済産業省  九州経済産

業局）  

 テーマ：「 DX 推進とデジタル人材育成の政策

動向および企業事例」  

  第 3 回（ 2024 年 3 月 25 日）  

 講師：山崎進  氏（北九州市立大学・准教授） 
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 テーマ：「大学におけるプログラミング教育に

ついて考える」  

 

 以上の研修会については，ホームページ上で実

施報告がなされている 5 - 7 )。以下では，それらの報

告の主要な部分のみまとめる。  

 第 1 回研修会では，教育 DX を「デジタライゼ

ーション（教育のデジタル化）」と「デジタルトラ

ンスフォーメーション（教育構造の変革）」の 2 段

階で捉え，それぞれにおける国内外の事例と展望

が紹介された。特に，ブレンド型教育の有効性や，

対面・オンラインの併用を前提としたハイブリッ

ド教室の実践例は，参加者にとって大きな関心を

集めた。  

 また，マイクロクレデンシャルとデジタルバッ

ジの国際的動向にも触れ，学修成果を小単位で可

視化・証明する仕組みとしての可能性と，国内外

の導入事例を紹介。質疑応答では，学生の習熟度

の差への対応や，大学間・産業界との連携を視野

に入れた今後の教育デザインの在り方について活

発な意見交換が行われた。  

 第 2 回研修会では九州地域における産業構造と

経済の概況が示され，そのうえで人口減少と生産

性向上という課題に対して，デジタル技術と人材

育成がいかに重要であるかが語られた。  

 企業における DX の現状やリスキリングの取組

についても，統計データとともに紹介され，特に

中小企業における人材・費用・ノウハウ不足が課

題であることが共有された。これを受けて，経済

産業省による支援策として「デジタルスキル標準

（ DSS）」や「マナビ DX」等の公的教育プラット

フォームが紹介された。これらを活用した大学と

地域産業との連携可能性についても示唆があった。

質疑応答では，大学教育において DX をどう位置

づけるか，また求められる人材像として「課題を

発見し，行動できる人材」の育成が重要であると

いう観点から，大学教育の目標設定や教育設計の

方向性について多角的な議論が行われた。  

 第 3 回研修会では，教育工学（インストラクシ

ョナル・デザイン）の視点を基盤とした講演と意

見交換が行われた。熊本大学の公開講座で紹介さ

れた「教材設計マニュアル」の枠組みが取り上げ

られ，前提テスト・事前テスト・事後テストを単

元ごとに適切に設計・実施することの理想と現実

の乖離について説明があった。参加者との意見交

換では，学生の学習背景の多様化やコロナ禍によ

る学修スタイルの変化を踏まえ，画一的な手法に

依らず，柔軟に教育方法を検討していく必要性が

共有された。  

 これらの研修会を通して，教育 DX に関する国

内外の実践事例や政策の現状について，大学・行

政・企業という多様な視点からの知見が提供され

たことは，教職員の理解を深め，今後の教育改善

への視座を得るうえで有意義であった。参加者か

らは，「教育 DX の全体像と具体的手法の双方を学

ぶことができた」「大学教育が今後目指すべき方向

性を考えるきっかけになった」といった声が多く

寄せられた。  

 参加者数は，第 1 回が 82 名（教員 47 名，職員

22 名，他大学 13 名），第 2 回が 69 名（教員 32 名，

職員 25 名，他大学 12 名），第 3 回が 18 名（教員

13 名，職員 5 名）であり，いずれも FD 活動とし

て着実な関心を集めた。  

 

3 . 教育 DX に関する実践  

 2 節の研修を通じた意識醸成に加え， 2024 年度

には教育 DX の実装段階に向けた実践的な取組を

行った。これらの取組は，単なるツール導入にと

どまらず，教育の質的向上と教員の教育設計力の

強化を意図したものであり，今後の展開に向けた

基盤整備の一環として位置づけられる。  

 まず，クラウドコンピューティングに関する実

践として，Amazon Web Services（ AWS）Academy  8 )     

の導入を進めた。福岡市エリアの私立大学として

初めて同プログラムを導入し，専門科目において

クラウド技術を体系的に学ぶための教材や演習環

境を学内に整備した。すでに「システムマネジメ

ン ト ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ 」 等 の PBL （ Pro jec t -Based  
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Lea rn ing）型科目において活用が始まっており，学

生による実践的な演習の機会が提供されている。

導入に先立っては，教職員を対象とした説明会も

実施し，今後の活用範囲の拡大に向けた足がかり

となった。  

 また，プログラミング教育における環境整備の

一環として，ブラウザ型開発環境の導入検討も進

められた。これは，学生がデバイスや環境に依存

せずにプログラミング学習を行えるようにするこ

とを目的としたものであったが，開発元企業の方

針変更により教育向け提供が終了したため，導入

は見送られた。この過程を通じて，外部ツール導

入においては中長期的な運用可能性や提供元の継

続性といった要素の見極めが重要であるという知

見が得られた。  

 さらに，教育支援業務の効率化を目的として，

デジタル採点ソフトの導入準備も進行中である。

これは，紙の答案をスキャンし，記述式以外の問

題について AI による自動採点を行うもので，教

員の採点負担を軽減するとともに，成績分析やフ

ィードバックの質向上を目指すものである。 2 024

年度中に複数の製品候補について比較検討を行い，

2025 年 度 か ら の 本 格 導 入 に 向 け て 準 備 を 進 め て

いる。こうした試行を通じて，単なる業務の効率

化にとどまらず，教育と評価の質的転換につなが

る仕組みとしての運用が期待されている。  

 これらの取組はいずれも，個別のツール導入に

とどまらず，それを通じて教育現場が変わる契機

となることを目指したものである。今後は，導入

後の活用実態や課題を可視化・共有し，学部全体

での活用方針を段階的に検討・展開していく予定

である。  

 

4 . 成果等  

 本取組では， FD Café 形式による 3 回の研修会

実施と教育 DX に関する複数の実践を通じて，教

職員の教育改革に対する意識の醸成と基盤的な取

組の強化が図られた。  

 まず，FD Café では，教育 DX に関する国際的・

政策的動向から教育実践上の課題に至るまで，幅

広いテーマが扱われ，参加者による活発な意見交

換が行われた。 3 回合計で 169 名（延べ）の参加

があり，特に第 1 回は過去最多の参加者を記録し

た。これにより，学部内のみならず，学内横断的

な関心喚起と交流が促進され，教育 DX に対する

共通認識の形成に寄与した。また，FD Café という

比較的自由度の高い形式が，教員同士の立場や専

門分野を越えた実践知の共有を可能にした点も評

価できる。  

 実践面では，AWS Academy の導入をはじめとし

た教育環境の整備と，それを活用した授業実践が

一 部 で ス タ ー ト し た こ と は 大 き な 前 進 で あ る 。

PBL 型授業との連動により，学生にとってもより

実践的な学習体験の機会が広がりつつある。また，

デジタル採点ソフトの導入に向けた調査・比較検

討が進められたことで，教育支援のデジタル化に

向けた準備がされつつある。  

 加えて，プログラミング教育においてブラウザ

型開発環境の導入が実現しなかったことについて

も，その検討過程を通じて，教育ツール選定にお

けるリスクマネジメントや運用可否の判断基準が

学内で共有されたことは，今後の意思決定に資す

る知見となった。  

 これらの研修・実践の両輪による取組を通じ，

情報工学部における教育 DX の理解と展開は確実

に一歩前進したといえる。  

 

5 . まとめ  

 2 年間の取組を通じて，教育 DX に関する理解

促進および実践基盤の構築は一定の成果を収めた。

一方で，今後の継続的な発展に向けて，いくつか

の課題も明らかとなった。  

 第一に，FD 研修会の継続的な実施体制の確立で

ある。外部講師との調整や学内のスケジュール調

整には一定の工数と柔軟性が求められるため，教

員側と事務局の連携体制を明確化し，計画的かつ

機動的に開催準備を進められる体制の整備が必要

である。  
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 第二に，導入された AWS Academy やデジタル

採点など教育ツールの利活用と，その成果の可視

化・共有である。AWS Academy をはじめとする新

たな学習資源が一部で活用されているが，学部内

での利活用状況や学生の反応，授業成果などを継

続的に収集・共有する仕組みは今後の課題である。

こうした実践知の蓄積と横展開の促進が，教育 DX

を一過性の取組みではなく，組織的な改善として

定着させる鍵となる。  

 第三に，教育 DX を教育手法の刷新にとどめず，

教育理念・学修評価・カリキュラム設計と一体で

進める視点の強化である。今回の取組では，授業

設計や教材開発に関する議論も多く交わされたが，

教育の根幹にかかわる問いを改めて共有し，教職

員全体で理念的な土台を築いていく必要がある。  

 今後は，FD 活動と実践的取組の相互補完を意識

しながら，教育 DX を持続的に推進していく体制

を強化していきたい。特に，教職員一人ひとりが

変化の担い手として自らの実践を点検・再構築し，

相互に学び合う文化の醸成が，組織的な教育改革

の土壌を築く鍵となる。  
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